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	応用
	抗原情報
	背景
	MOV10は、細胞の発生や増殖の制御において重要な機能を有するヘリカーゼである可能性がある。RNAサイレンシングプロセスは、siRNAおよびmicroRNA（miRNA）と呼ばれる小さなRNAによって誘導される。これらはリボ核タンパク質複合体中に存在し、相補的なmRNAの切断を誘導したり、部分的に相補的なmRNAの安定性や翻訳に影響を与えたりする。5'から3'へのRNAヘリカーゼは、3' UTRに沿った転座によってUPF1 mRNA標的の分解に寄与する（PubMed:24726324）。RNA誘導サイレンシング複合体（RISC）によるmicroRNA（miRNA）を介した遺伝子サイレンシングに必須である。 miRNAを介した翻訳抑制とRISCによる相補的mRNAの切断の両方に必要である（PubMed:16289642, PubMed:17507929, PubMed:22791714）。FMR1と連携して、AGO2によるmiRNAを介した翻訳抑制を制御する（PubMed:25464849）。TUT4およびTUT7と連携して、長鎖散在配列1（LINE-1）のレトロトランスポジションを抑制し、L1RE1のRNAシャペロン活性を阻害する（PubMed:30122351, PubMed:23093941）。TUT4およびTUT7によるLINE-1のウリジル化を促進する（PubMed:30122351）。胚の生存および正常な中枢神経系の発達と機能に必要である。初期脳発達において2つの重要な役割を果たす。cDNA合成を直接阻害することで核内のレトロエレメントを抑制する一方、細胞骨格mRNAを調節して細胞質における神経突起の伸展に影響を与える（類似性による）。メッセンジャーリボ核タンパク質（mRNP）クリアランス因子として機能する可能性がある（PubMed:24726324）。デングウイルス（DENV）に対して抗ウイルス活性を示す（PubMed:27974568）。
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	(1) 293細胞溶解物、(2) NIH/3T3細胞溶解物におけるMov10発現のウエスタンブロット解析。

